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〈論文〉

コンストラクショニズムに基づく学習の過程の検討

平野 由貴拿 紅林 秀治“

A Consideration of the Leaming Process Based on Constructionism
Y」はHIRANO    ShuJi KUREBAYASHI
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1 はじめに
中学校技術・家庭,技術分野 (以後技術科とよぶ)
の学習内容のひとつである「情報に関する技術」の中

で用いられる教材のひとつにレゴマインドストームが

ある °か。レゴマインドストームには「RCXJ「NITJ

と呼ばれるマイクロプロセッサやセンサ,モータを内
蔵したレゴプロックがある。それらを組み合わせ,マ
イクロプロセッサにプログラミングすることで組み立

てたものを制御する。レゴマインドストームの特徴と

して,物理的に構築する部分とプログラミングのよう
な論理的に構築する部分の設計の自由度が高いことが

挙げられる 。。現在,「教育用 LE∞ マインドストー
ム」は技術科だけに限らず,小学校から大学,企業に
おける社員のスキル育成プログラムにいたるまで広く,

多くの教育機関で教材として使われている°～つ。

この教材はレゴ社と MIT(マサチューセッツエ科大

学)によって共同開発された。その開発に携わつた研
究者の一人にシーモア・パパート (Seymour Papert)

がいる。パパー トは MITメ ディアラボの研究者であ

り,プログラミング言語 lo80を開発した 。゙パパー

トは子どもの考え方や学び方を研究し,子どもの学び
を手助けするツール開発の基礎となる理論を確立した。

その学習理論がコンストラクショニズム (COnstruct

ionism)であるり。

コンストラクショニズムは構成主義から派生した学

習理論であり,ものづくり活動を学習の中心におく
101。 ものづくり活動に関わる学習理論は,教授の学習
理論・方法の研究の中でこれまでもなされてきた。新

教育運動の理論的指導者であるデューイは「問題解決

学習」を提唱した
ll・

。著書『学校と社会
2)』 におい

* 
静岡大学大学院 (院生)

絆 静岡大学

て,教育とは「経験の再構成」であり,子 どもの生活
経験に基づいた自発的活動を中心にしなければならな

いと主張し,その著書の中で実験学校であるデュー

イ・スクールにおいて布を織る作業を通して衣服の歴

史や文化を学ぶ学習者の様子を報告している。またd

「プロジェクト・メソッド」を提唱する・ )。 キルバ

トリックは「なすことによって学ぶ」という経験主義

の学署原理に基づき,子どもが自己計画をし,身体を
使つた実践的・実際的な活動を通して自主的に問題解

決に取り組むカリキュラムを提唱した。19011年前後 ,
コロンピア大学教授のリチャーズが初めて教育の世界

で用いた「プロジェクト」という言葉が,子どもの自
己表現としての手仕事lhand work)を 意味するように,

プロジェクト・メンッドに基づく実践は外的な身体活

動である作業場面を含んでいる・ )。

このようなものづくり活動にかかわる学習理論の一

つにコンストラクショニズムがある。コンス トラク

ショニズムが派生するもととなった構成主義の学習理

論は,情報通信技術の発展に伴い,注目を集めるよう
になつた ■)。 そのため,構成主義に関する論文や実
践報告はある 10。

コンストラクショニズムに関しても,米国ではヤス

ミン・カファイ (Yasmin Kafai), ミッチェル・ レズ

ニック (Mitchel Resnick)ら がレゴ教材を用いた作

品製作の実践報告をしている。また日本においても山

菅らが技術科の授業においてレゴマインドストームを

用いたトレースロボットの製作を行つている。コンス

トラクショニズムはものづくり活動を学習の中心にお

いており,教科目標に「ものづくりなど実践的・体験
的な活動を通して r)」 とあるように, ものづくり活

動を中心に授業を構成している技術科との親和性は高

い。しかし,米国における実践報告の中にはコンスト
ラクショ■ズムの学習理論に基づいていることが明記
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されているものの, 日本の実PHl告においてはレゴマ

インドストームを用いた実践であつてもコンストラク

ショニズムについて言及した論文や実践報告は数少な

い。レゴマインドストームを用いていたとしても課題

が画一的で,実 llE主義の授業を行つている実践報告も

みられる
"。

日本国内にレゴマインドストームの実践者が多いに

もかかわらず,コ ンストラクショ‐ズムの学習理論を

適用した実践が少ない理由として,コ ンストラクショ

ニズムの学習理論に基づく学晋の過程が具体的に示さ

れた報告がないことが原因として考えられる
°18・。

そこで本研究ではヨンストラクショニズムにおける

学習の過程を明確にすることを目的とした。学習の過

程を明確にするために,コ ンストラクショニズムの学

習理論の特徴を整理した。次にその特徴を生かす学摺

の過程を明確化し,問題解決学習における学習の過程

と比較し,考察した。
なお,教育社会学において「Constructionism」 を

「構築主義」として JI キツセが提唱しているアプ
ローチが存在する

p)が
,本研究ではパパー トの提唱

するコンストラクシヨニズムについてとりあげる。

2 コンストラクシヨニズム
21 コンストラクシヨニズムの構要
コンス トラクショニズムは,MITの教授であるパ

パー トによつて体系化された学びの理論である。パ

パートは子どもの考え方や学び方の研究および,新し

い教育的なアプローチと子どもたちが新しい方法で新

しいものを学ぶ手助けとなる技術的なツールの開発に

打ち込んだ。その成果にプログラミング言語 Log。 や

レゴマインドストームがある。それらツール開発の根

底におかれた理論がコンス トラクシヨ子ズムである

101

コンストラクショニズムは学習者が具体的にものづ

くりを行う中で学習者自身の中にも知識を構築してい

くという,二重構築構造をもつている。一つは学習者

が実際につくりあげる具体物であり,も う一つは具体

物をつくる活動過程の中でそれと同時に学習者自身の

中に構築される知識である。パパートが「学習者はと

りわけ様々なタイプの外的な人工物に積極的に没頭し

ている時に新しい考えをつくるようである
1・ Jと

言つているように,コ ンス トラクショニズムは

「Learning brmaking(つ くることによつて学ぶ)」

に特化して説明することができる。つまリコンストラ

クショニズムの学習理論では,ものづくり活動を通し

て “学習者が積極的に世界での経験から知識を構築し

たり,再構築したりする学び"を行うことを主張して

いるのである。また「ものづくり」について,パパー

トはロボットや詩,砂の城,コ ンピュータプログラム

など,学習者自身にとつて意味のあるもので,かつ他

人と共有することのできる外的な人工物をつくること

である 1°と説明している。

22 構成主義とコンストラクシヨニズム
構成主義にはピアジエによる構成主義と,ヴィゴツ

キーによる社会的構成主義がある
2●が,どちらの構

成主義もコンストラクショ‐ズム同様,学習者の能動

的な学びに重点をおく
a)。 教え手から一方的に知識

を注ぎ込まれるのではなく,学習者は能動的に学びに

取り組むことによつて知識を獲得していく。また,構

成主義において学習者は自らの知識を
'構
成してい

く」と考えられている
2"。 この学習者自身が知識を

「構成するJと いう考えは,構成主義特有の理論であ

る。またコンストラクショニズムにおいても,知識の

獲得は主体的な学習者が自らの知識を構築することで

可能になると考えられている。

構成主義とコンストラクショニズムの原語は「Co‐

stmctivism」 , にmstructionisIB」 であり,どちら

も「Construct」 の語を含んでいる。「Constnlct」 が

「つくる・組み立てる」という意味を表すように,構

成主義とコンストラクシヨニズムは,「知識は学習者

によつて築き上げられるものである」という理論を表

す。これらのことからもコンストラクショニズムは構

成主義から派生していることがわかる。

構成主義とコンストラクシヨニズムの理論を比較し

た結果,共通点と相違点は以下のようにまとめられる

ことがわかつた。

く共通点>
・学習者を自らの知識の構築者であるとみなす。

・学習者の能動的な学びに重点をおく。

・教え手からの一方的な知識の教授ではない

く相違点>
・コンストラクシヨニズムにおける学びはすべて

「ものづくり」活動を通して行われる。

・構成主義における学びは活動の場を限定していな

い 。

構成主義とコンス トラクショニズムは,学習者の能

動的な学びを重視し,学習者を自らの知識を築き上げ

ていく主体としてみなす点では共通 している。しかし

構成主義が学びの場について言及していないのに対し,

コンス トラクショニズムはものづくり活動を通 して学

びを行うことを主張している。ものづくりを活動の中

心において学びをすすめていこうとする点にコンス ト

ラクシヨニズムの独自性がある。

3 コンス トラクシヨニズムの学習理綸
3.1 コンス トラクシヨニズムの特徴

本節ではコンス トラクショニズムの特徴について説
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明する。コンストラクショニズムの学摺理論に関して,

パパー トやフレッド・マーティン (Fred Martin)ら

の論文があるが,教育実践においてその学習理論に基
づく特徴や学習の過程が未だ明確に示されていない。

そこでコンス トラクショニズムの学摺理論における

特徴 を明 らかにす るために,『 CONSTRUCT10NItt IN
PRACTICP』 と『 CONSTRllCT10NISMID』 で紹介 され て

いる実践事例を中心に調査を行つた。

実践事例の一つにカファイが行つたゲームデザイン

プロジェクトがある 20。 その実践において,小学 4

年生の学習者はゲーム設計者となり,下級生が分数を
学ぶための学習教材を制作した。このプロジェクトに

おいて,学習者は自分の考えや,学習教材の使用者で
ある下級生の考え,共同設計者の考えを対話的に議論
しながら制作を進めていった。また,ゲーム設計にお
けるアイデアは設計者である学習者に任されており,

学習者は自分の興味・関心に沿つた作品の制作を行つ

た。制作されたゲームには,クモの巣を描いたものや

水面下の場面を描いたもの,プレーヤーと先生を主人
公とするものなど様々な種類の作品がみられた。

またポーラ・フーパー (Paula Hooper)は ,ク ラス

の皆で創造した Elephantbirdと いうキャラクタを用

いたプログラムを作成する実践を行つた 2)。 そのク

ラスの一人であるシャミア (Shamia)は ,Elephant―

birdが飛ぶ背景に虹を作るために,直径の異なる半
円を重ねて描くプログラムを作成し,虹を表現した。
シヤミアは担任教師のジョー (」oe)と の対話を通し

てプログラムを完成させていった。シャミアはこの虹

を表現する活動を通して,数学やプログラミングの考
え方についての知識を獲得した。

他にもマーティンの行つた MITの大学院生が参加

するロボットコンテス トる)や,ラ ンディ・サージェ

ント (Randy Sargent)ら の行つた PrOgranmlable Br―

ickを用いてロボットを製作するワークショップ 261な

どもある。

これらの実践事例におけるコンストラクショニズム

に関する記述と,各実践事例に共通する項目を抽出し
た。その結果,コ ンストラクショニズムの学習理論に

は以下の四つの特徴があることが明らかとなつた。

(1)具体的なものづくり活動
(2)学習者の積極的な姿勢
(3)共同作業者の存在

(4)選択性や多様性を兼ね備えた学習対象

「(1)具体的なものづくり活動」に関しては,学習
者が活発にものづくりを行う過程の中で,試行錯誤を

繰り返しながら自らの中に知識を形成していくという

考えを基礎においているという特徴である。またこの

特徴は,ものづくり活動が第二者のために行われるも

のであるとき,学びが促進されるという効果を生む。
なお,本論文では向坊の提唱する「設計の過程 2つ」
を含むものを「ものづくり」の範囲とする。向坊はも

のづくりの過程を(a)目 的,(b)日標の設定,(c)要
素の選択,(の 要素の組合せ,(e)成果,(f)性質・
性能のテスト,と 定義しており,本論文では(a)～ (f)
の過程を含むものを「ものづくり」として扱うことと

する。「(2)学習者の積極的な姿勢」に関しては,学
習者自身が知識の構築者であるとみなされるという特

徴である。従来の教師や授業者などの教え手から学び

手ヘー方的に知識が享受されるという授業形態に対し,

学習者が学習対象に積極的に取り組んでいく姿勢に重

点をおくものである。「(3)共同作業者の存在」に関

しては,学習者同士の教えあいや意見の交流を推奨し
ているという特徴である。共同作業者との交流を通し

て経験の少ない学習者は経験の豊富な学習者から学ぶ

ことができ,経験の豊富な学習者は「教える」という
行為を通じて,自 らの知識を深めることができると考

えている。「(4)選択性や多様性を兼ね備えた学習対

象」に関しては,学摺対象そのものが選択性や多様性
を兼ね備えることにより,学習者の興味・関心に沿つ
た製作を実現することができ,学習者の学習意欲向上
につながるという特徴である。コンストラクショニズ

ムに基づく学習はこれら四つの特徴全てを包含してい

ることもまた,この学習理論の独自性である。

本節の冒頭に示した実践事例の中でも,カ ファイの

実践における学習教材としてのゲーム制作,マーティ
ンの実践におけるロボット製作など,具体的なものづ

くり活動を行っている (特徴 1)。 カファイやフー

パーの実践事例に示されるように,課題は教え手から
一方的に与えられるのではなく,学習者のアイデアに
沿つて製作が行われるため,学習者が自らの意思で活

動に取り組んでいく (特徴 2)。 また,カ ファイの実

践において設計者である学習者は下級生や共同作業者

との論議を頻繁に行つており,フーパーの実践におい

てシャミアは担任教師との対話を繰り返している。ア

イデアを創作するところから作品の完成までを一人で

行うのではなく,作業の途中に共同作業者や作業にか
かわる人々との論議や会話を通して作品製作を進めて

いる (特徴 3)。 そして,いずれの実践においても学

習者の多様なアイデアに対応することのできる柔軟性

のある教材が準備されている (特徴 4)。

『 CllNSTRUCT10NISM IN PRACTI∝
9』 , 『 CllN

STRUCT10NISMお )』 の中でパパー トはコンストラクショ

ニズムの概要を説明しているものの,コ ンス トラク
ショニズムの学習理論を明確に定義づけした記述は見

当たらない。そのためこれら四つの特徴は,パパー ト
がコンストラクショニズムの学習理論に基づいた教育

実践を行つていく中で生じたものであると考えられる。
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3.2 コンス トラクシヨニズムに基づく学習

構成主義とコンストラクショニズムの学習理論にお

いて,知識を構築していく主体は学習者であるため,

学習者の学びに対する積極的な姿勢に重点がおかれる。

また社会的構成主義とコンス トラクショニズムの理論

においては,社会的集団の中で活動し,盛んに学習者

同士が交流することにより,互いの学習の質を高めて

活動を充実させることができると考えられている。

そしてコンストラクショニズムではそれら共通点に

加え,具体的な「ものづくり」をする学習活動を強調

していることを第 2章で述べた。コンス トラクショ

ニズムは「Learning―by―making」 に特化して説明され

ているように,ものづくり活動を通して,最終的に作

品が完成するのと同時に学習者の中に知識が構築され

ると考えられている。そのため,学習の中でのものづ

くり活動は必須である (特徴 1)。

そしてその知識の構築を可能にするものづくりを行

うために,学習対象に選択性や多様性をもたせること

が意図的に設定されている。前節でも引用したように,

「学習者はとりわけ様々なタイプの外的な人工物に積

極的に没頭 している時に新しい考えをつくる
1°」と

考えられている。学習者がものづくり活動に没頭する

ためには,学習者の興味・関心を引き起こす必要があ

る。そのため,ものづくり活動の学習対象に選択性や

多様性をもたせることを重視している。それは学習対

象が選択性・多様性をもつことにより (特徴 4),学

習者は自分の興味・関心に沿つた活動を行 うことがで

きるからである (特徴 2)。 またこのことは,画一的

な課題を与えた場合に,その課題に対してあまり興味

を抱かない学習者が意欲を失い,学びに対して消極的

になつてしまうという欠点を補 うことができると考え

られる。

さらに,コ ンストラクショニズムにおいてはものづ

くり活動を通して作品を完成させることを目的として

いるが,その学習の評価は作品の完成度や質ばかりで

なく,作品が完成するまでの学習プロセスに重点をお

いて行 う。そのため,学習者の作品が完成するまでの

過程の中で次々に生じてくる問題に対して試行錯誤し,

積極的に活動に取り組む努力を評価する。

つまリコンストラクシヨニズムの学習理論が主張し

ているのは,切磋琢磨し合える集団 (特徴 3)の中で

学習者自身が積極的に試行錯誤を繰り返しながらもの

づくりを行い,その過程の中で知識を習得し,概念を

形成していくことと言える。

3.3 学びに対するアプローチ

コンス トラクショニズムにおいて学習者の学びに対

するアプローチは二つに分類される
郎)。 それがプラ

ンニング (Plannning)型 とブリカレッジ (Bricola―

ge)型である。プランニング型は,ものづくりを行 う

中で問題に遭遇したときに,まず計画を立ててから行

動する分析的な手法である。それに対しもう一方のブ

リカレッジ型は,問題にぶつかつたときに計画を立て

る前にとりあえず行動し,手探りで問題を解決してい

く方法である。コンス トラクショニズムにおける学習

者の中には,二つの学びに対するアプローチの中間を

選択する学習者もいる
20。 っまリコンス トラクショ

ニズムでは,設計や計画の段階からものづくり活動を

はじめる場合,と りあえず手探りでものづくり活動に

取りかかる場合,ある程度設計図を作つた段階で実際

の作業段階に移行する場合,いずれでも良いことにな

る。コンストラクショニズムにおける学びに対するア

プローチを図式化したものを図 1に示す。

学習者の学びのスタンスを分類する研究の一つに松

浦らの研究がある。松浦らは,技術科の技能学習にお

ける学習者の技能習得過程のタイプを分類している。

./´
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コンストラクシヨニズム

図 1 学びに対するアプローチ

そして学習者の技能習得過程のタイプは,認知型,パ

フォーマンス型,バランス型に類別されると指摘して

いる ")。 松浦らの研究では,知識から行為を制御 し

ようとする認知型,感覚的なフィー ドバックから行為

を制御 しようとするパフォーマンス型,知識・技能両

面のバランスがとれたバランス型と生徒を類別するこ

とによつて,各タイプに応じた有効な指導法を導いて

いる 30)。

コンストラクショニズムにおいてもプランニング型

とプリカレッジ型という分類を提案している。しかし

この分類は松浦らの研究のように技能学習における学

習者の能力のタイプをみるものではなく,ものづくり

活動における作業段階の多様性を許容することを主張

しているものである。したがつて,松浦らが各タイプ

の学習者の短所を補強する指導法を提案しているのに

対 し,コ ンス トラクショニズムでは学習者が自分に

合つた学びに対するアプローチを行 うことを許容する

姿勢をとる。

3.4 コンス トラクシヨニズムの学習の過程

本節では,未だ明確に示されていないコンス トラク

ショニズムに基づく学習の過程について述べる。前節

プラ:fング
 ブリカレッジ型

プリカレッジ型
プランニング型
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コンストラクシヨニズムに基づく学習の過程の検討

までで論 じてきたコンス トラクショニズムの特徴とコ

ンス トラクショニズムにおける学びに対するアプロー

チを集約することで,コ ンス トラクショニズムに基づ

く学習の過程を検討した。

コンス トラクショニズムはものづくり活動を学びの

中心におき,作品が完成するとともにものづくり活動

を通して学習者自身の中に知識を構築していく理論で

ある。そのため学習の過程の大枠としては,も のづく

り活動を通じて実際につくりあげる具体物と学習者自

身の中に知識が構築される。ものづくり活動の出発点

としてものづくり教材の設定が求められるが,こ こで

いう教材は学習者の意欲・関心を喚起させることがで

き,学習者の興味・関心に沿つたものづくりを行 うこ

とのできる,柔軟性・多様性に富んだものでなければ

ならない。

そしてものづくり活動の中では,前節で説明した学

習者の学びに対するアプローチであるプランニング型

とプリカレッジ型の両方を行 うことができるように,

どの製作段階からでも活動を始めることができるよう

になつている。プランニング型は共同作業者との交流

を行 う中で「(A)設計,計画」「(B)実験,観察,調

査」「(C)製作,制作」といつた学習サイクルの過程

をたどる。ブリカレッジ型は設計,計画を行 う前にと

りあえず 目の前の対象に取 り組む学びに対するアプ

ローチであるため,「 (C)製作,制作」の段階から入

り,「共同作業者との交流」をしたのち再び「(C)製

作,制作」の段階に戻ることもあれば,「共同作業者

との交流」から「(A)設計,計画」の段階に移行する

可能性も含んでいるため,学習の過程は更に複雑にな

る。

コンス トラクショニズムの学習の過程を図 2に示

す。コンス トラクショニズムにおいては,一方向への

流れのような授業展開ではなく,学習者が活動をどの

段階から始めるのかといつた選択性や,次に移行する

段階を選択できる柔軟性を含んでいる。ブリカレッジ

型のアプローチのように (A)の段階を経ずに直接 (C)

の段階に入ることや,段階を後戻りするのもコンス ト

ラクショニズム特有の学習の過程である。

(A)～ (C)の過程は,も のづくりの過程を説明して

いる以下の文献をもとに作成した。 (1)向坊の提唱す

る「設計の過程
2つ
」,(2)技術科の教科書に掲載さ

れている「技術科の学習
躍)3"」 ,(3)日 本産業技術

教育学会の示す「技術教育固有の方法
30」 でぁる。

(A),(C)は全ての文献に共通 しており,(B)は 向坊

が (A)と (C)の過程の間に入れていたものである。以

上二つの過程にコンス トラクショニズムの特徴 3に

もある「共同作業者との交流」を加え,図 2の過程

を規定した。なお,図 2の過程を規定する際に技術

科に関する文献を参考にした理由としては,技術科は

教科目標に「ものづくりなど実践的・体験的な活動を

餞

11:III‡:::::|::

1共同作業者 |

|_との交流 _l

畢
Ｗ1 作品の完成 知識の習得

図 2 コンストラクショニズムの学習の過程

通して 1つ」とあり,かつ「D情報に関する技術」の

学習の中でレゴマインドストームを教材として取り

扱つたり,プログラミング学習を取り入れたりしてい

るため,他の教科に比べてコンストラクショニズムと

の親和性が高いと考えたからである。

4.LBD Cearning by Design)と の比較

コンストラクショニズムと同様に社会的な集団の中

でのものづくり活動を学びの中心におく LBD(Learn―

ing by Design)に おいても同様の学習サイクルが示

されている 3030。 LBDにおける学習サイクルを図 3

に示す。

%雛♂ 知るヽきこと、驀♂

図 3 LBDの学習サイクル

LBDの学習理論では,「公式の世界」を「工作の世

界」と協調学習活動でつなぐことにより,一般的な原

理を深く学ぶとともに学んだ事実やスキルの適用法も

学ぶことができると考えられている “
)。 LBDでは教

師や教え手側が先導したり,本番の活動を行 う前にそ

のサイクルをまわす練習をするためのプレ活動を行つ

たりすることにより学習サイクルをまわしている。つ

まり図 3の矢印は教師によつて導かれる方向を表し

ている。

しかしコンス トラクショニズムにおいて学びの主体

は学習者であり,教師は学習者の学びを支援する存在

である。そのため,教師は図 2で示す学習サイクル

Ｑ
じ

ものづくり教材の提案
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を活発にまわすように先導することはせず,学習者自

身に学晋サイクルをまわすことが求められる。そこで

必要になつてくるのが “ヒューリスティック (Hcuri

stic)"である。
ヒューリスティックはアルキメデスが形状の複雑な

物体の体積を調べる方法を思いついた時に叫んだ

「ユーリカ (Eweka)!」 を語源としており,自分自

身のために何かを発見することにより学ぶ方法である
Sつ
。有益な理論や知識を発見した時に,学習者の学び

はより充実したものとなり,その後の学びの活動を深

める動機につながつていく。コンストラクショニズム

に基づく授業展開を行うためには,授業の中にとュー

リスティックが生じるように場面設定やしかけするこ

とが求められる。これが LBDと の大きな違いである。

5 間■解決学習との比較
コンストラクショニズムと同様に, 自ら学び自ら考

える力を育成する学習方法として,問題解決学習,発

見学習,構案法,総合的学習などがある。本節では,
コンストラクシヨニズムに類似しており,かつ広く知

られている学習理論と比較を行うことにより,コンス

トラクショニズムの学習理論の特徴を明確にする。そ

の中でも学習者の学びへの積極的な姿勢を重視する点

や,学習者自らが既存の知識や体験をもとに試行錯誤

を繰り返す中での学びなど,コ ンストラクショニズム

と類似点を多くもつ問題解決学習を取り上げて比較を

行う。

■1 日■解決学目の過曖
問題解決学習は J.デユーイがマックマスター大学

附属の実験学校において社会科の授業で初めて試みた

教育方法である。デューイは「その悪戦苦間を繰り返

す,試行錯誤のプロセスの中に学習の目的がある。ま

たその過程そのものが学習といつてもいいJと主張し

ており 田),学習者自身の主体性や自発性,学びに対

する積極的な姿勢から,自 ら体験的に学んでいくプロ

セスや努力の価値を評価する。また,デューイは問題

解決の過程を以下のように定義した。

(1)問題に気づく

(2)問題を明らかにする

(3)仮説 (解き方)を提案する

(4)仮説の意味を推論する

(5)仮説を検討する

これに対し,プランスフォードも問題解決の過程を

以下のように定義した ")。

問題を見分ける

問題を定義し,表現する

(3)可能な方略を探求する

(4)方略に基づいて行動する

(5)ふ り返り,自分の活動の効果を評価する

プランスフォードが示した過程とデューイの示した

過程を比較すると,各段階の内容は表現こそ違うが内

容的には大差ないことがわかる。他にも問題解決の過

程は様々な研究者により明確化されているが,本論文

ではデューイの問題解決の過程を問題解決学習の過程

として採用する。デューイの示した問題解決の過程を

より実践的に示したものが文部科学省による問題解決

学習である。次節では文部科学省の示す問題解決学習

とコンストラクショニズムを比較・検討する。

52 文部科学省における間■解決学晉
平成 15年度の学習指導要領改訂時から継続して
「生きる力」の育成が掲げられており,生きる力を育

成するために必要なのが確かな学力である。確かな学

力は「自分で課題を見付け,自 ら学び,主体的に判断

し,行動し,よ りよく問題を解決する能力Jと され ,

問題解決能力もそのひとつである。そしてその問題解

決能力を鍛える学摺方法が問題解決的な学習である。

問題解決能力は,文部科学省においては(1)現実のも
のであり,0)解決の道筋がすぐには明らかではなく,
(3)一つのリテラシー領域内に限定されない場合に,

問題に対処し解決する力と定義づけられている
0。

総合的な学習の時間のねらいを下記に示す。総合的

な学習の時間のねらいが示しているように,問題解決

能力の育成は総合的な学習の時間の中に位置づけられ

ている。

1  自ら課題を見付け,自 ら学び,自 ら考え,主
体的に判断し,よ りよくFHq題 を解決する資質

や能力を育てること。

2 学び方やものの考え方を身に付け,問題の解
決や探究活動に主体的,創造的に取り組む態

度を育て, 自己の在り方生き方を考えること

ができるようにすること。

各教科において観察・実験やレポートの作成,論述

等の活動を行うとともに,総合的な学習の時間におい

て教科等を横断した課題解決的な学習や探究活動を行

うことにより,学習者の好奇心を刺激し学ぶ意欲を向

上させるとともに知識技能を体験的に理解することが

でき,自 ら学び自ら考える力を高めることにつながる

とされている。

53 コンストラクシヨニズムと同■解決学目の共通
点と相違点

前節までの問題解決学習に関する調査から,コ ンス

34
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トラクショニズムと問題解決学習との共通点と相違点

を以下にまとめた。

く共通点>
・学習者の主体性を重視し,学習者を学びの中心にお

く。また学習者が学びの中心であるため,学習者自

身の好奇心や意欲を喚起させることに重点をおく。

・解決の道筋はすぐに明らかにはならず,学習者が試

行錯誤しながら問題を解決していく。

・学習内容が一つのリテラシー領域内に限定されず ,

複数の領域の学署内容を含む学びの活動が行われる。

また活動の初期段階で学習内容が一領域のもので

あったとしても,学習活動の進行につれて学署内容
が他領域に発展していくこともある。

・学習者が既にもちあわせている知識や体験をもとに

学習を行つていく。

・できあがつた作品や調査をした結果に重点をおくの

ではなく,その成果に行きつくまでの学督活動の過

程を評価する。

・設計図や学習計画などを教え手から与えられるので

はなく,活動内容を計画する段階から学習者自身で

行つている。

・実際に手を動かしてものづくりを行つたり,調査に

出かけたりするなど,体験的な学習方法を中心とす

る。

く相違点>
・学習の過程

―コンス トラクショニズムには,設計・計画の段

階から活動し始める方法 (プランニング型)もあ

れば,計画を立てずに手探りで作業をすすめる方

法 (プ リカレッジ型)もあり,その両方を認める。
一問題解決学習は,各学習段階の中での試行錯誤

は行われるものの,その過程はデューイの定義す

る問題解決の過程にしたがう。

・学習の環境

―コンス トラクショ‐ズムは,共同作業者同士の

盛んな交流を推奨するため,集団の中で学習を

行うことが強調されている。

一問題解決学習では自力解決の過程を重視しており
°),コ ンス トラクショ‐ズムはど集団的な学

習を強調していない。

・学習者にとつての「問題Jの位置づけ
―コンス トラクショニズムは「作品を完成させる

こと」が目的である。そのため問題を解決する

こと自体に主眼をおくのではなく,作品を完成
させるためにそのプロセスの中で発生した問題

を解決していくスタンスをとる。

一問題解決学習は「問題を解決すること」が目的

である。

コンストラクショニズムと問題解決学習は両方とも,

学習者を学びの主体とし,学習者自身の既存の知識や

体験をもとに試行錯誤を繰り返す中で学びを行つてい

く。しかし問題解決学習において学習者の学習の過程

が固定されているのに対し,コンストラクショニズム

においては前節で述べたプリカレッジ型で活動を行つ

ていく学習者の学びに対するアプローチも認められて

いる。また問題解決学習では集団で活動を行うと優秀

な子どものみで学習の場を独占してしまう危惧がある

が,コ ンストラクショニズムにおいてはむしろ集団の

中での学びを推奨している。集団の中で共同作業者と

の教え合いを通して,教える側は教える行為を通して

さらに知識を深めることができ,教えられる側はアド
バイスや活動に関するヒントを得ることができるから

である。

コンストラクショニズムと問題解決学習は学習者の

位置づけや試行錯誤の中での学びという大枠では共通

するものがあるが,コンストラクショニズムの方がよ

り学習者にとつて学ぶ過程の柔軟性が高いと言える。

6 考察
構成主義から派生したコンストラクショニズムは学

習者主体の学びという共通した基礎の上に,その学び

をものづくりを通して行うことを主張している。図 2

で示した学習の過程は,ものづくりを通して学摺者が

作品を完成させると同時に自らの知識を獲得する過程

を図示している。

また図 1で示した学習者のアプローチも,ものづ

くり活動の過程に適応している。例えばレゴマインド

ストームを用いてものづくりを行うとき, どのような

ものを作るかを考えてから作りはじめる者もいれば,

手当たり次第にプロックを組み合わせていく者もいる

だろう。それがコンストラクショニズムでいうプラン

ニング型とプリカレッジ型の学習者の学びに対するア

プローチである。また,他の学習者と交流する場面や
センサの特性を調べる場面もあり,それらの場面は頻

繁かつ相互に移り変わる。それは図 2の学習の過程
でいうlA),(3),lC),(Dlの 段階を行つている場面で

あり,どの段階に移行することも可能である。このこ

とからも,図 2の学習の過程はコンストラクショニ

ズムに基づく学びに適応しており,妥当であるといえ

る。

フ まとめ
本研究では,パパートの提唱したコンストラクショ
ニズムの学習理論を調査し,コ ンストラクショニズム

の特徴は(1)具体的なものづくり活動,(2)学習者の

学習に積極的に取り組む姿勢,(3)共同作業者の存在,
(4)選択性や多様性を兼ね備えた学習対象,の四点で

あることを明らかにした。またコンストラクショニズ
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ムにおいて,計画を立ててから活動に取り組むプラン
ニング型と,計画を立てる前に活動に取り組み始める

プリカレッジ型,計画をある程度立てた段階で活動に

取り組み始めるプラン‐ング+プ リカレッジ型の二つ

の学びに対するアプローチがあることがわかつた。こ

のようにコンストラクショニズムでは,活動の中で想

定される三つの学びに対するアプローチのすべてを認

めているといえる。

さらに本研究ではそれらの特徴を生かしたものづく

り学習を考察し,新たにコンストラクショニズムに基
づく学習の過程を明確にした。コンストラクショニズ

ムに基づく学習の過程には,(A)設計,計画,(D共
同作業者との交流,C)実験,観察,調査,(Dl製作,
制作の学習段階がある。プランニング型は lA3→ (D→

(0→ 0)の学習の過程をたどるが,プリカレッジ型は

(D)→③ →① の学習の過程をたどることもあれば,

(B)→ (Dに移行することもできる。コンストラクショ

‐ズムにおいては,一方向への流れのような授業展開

ではなく,学習者が活動をどの段階から始めるのかと

いつた選択性や,次に移行する段階をヒューリス

ティックにより決定することが LBDと の違いであつ

た。

また問題解決学習と比較することで,問題解決学習

の学習過程が固定されているのに対し,コ ンストラク

ショニズムはプランニング型だけでなく,プ リカレッ

ジ型の学習の過程も認めるというように多様な学習の

過程を認めていることがわかつた。さらに問題解決学

習に比べ,コンストラクシヨニズムでは集団の中での

学びが強調されているといつた相違点もみられた。両

理論は,学習者を学びの中心におくことや,試行錯誤

の中での学びという大枠では共通するものがあるが,

コンストラクショニズムの方がより学習者にとつて学

習の過程の柔軟性が高いものであると言える。

技術料は学習指導要領の目標に
'も

のづくりなど実

践的・体験的な活動を通して
1ゆ Jと あるように「も

のづくり」の単語を用いているだけでなく,コンスト

ラクショニズムに基づいて開発されたレゴマインドス

トームや Logo言語を取り入れた実践をすでに行つて

いる。ものづくり活動を中心におき,学習者の主体的

な活動によつて授業を構成している技術科にとつて,

コンストラクショニズムの学習理論の適応性は高いと

考えられる。今後は技術科のもつ lAp設計,lBp製作,

lC)評価の学習の過程 'D3"を礎に,コ ンス トラク

ショニズムの学習の過程も加えた授業展開をすること

のできる具体的な教材や授業の構想を提案していきた

い。さらにはヒューリスティックの起こる授業のしか

けや教師の働きかけの具体的な提案,コ ンス トラク

ショニズムにより構築される概念も明らかにしていき

たい。
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